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所得税の確定申告と市・県民税の申告

朗読グループさくら草

市役所で臨時職員募集

— 2
— 4
 — 12

主な内容麻賀多神社の筒粥
　大鍋の中で、米・小豆とともに葦

よし

の束を煮込み、
葦の中に入った粥の量で作物などの豊凶を占う神
事「筒

つつ

粥
がゆ

」が1月14日、台方の麻賀多神社で行われ
ました。（占いの結果は7ページのトピックスで）



所
得
税
確
定
申
告 

申
告
書
作
成
会
場
は
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

　

所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
け
付
け

が
、
2
月
16
日（
月
）か
ら
3
月
16
日

（
月
）ま
で
行
わ
れ
ま
す（
土
・
日
曜
日

を
除
く
。
た
だ
し
、
2
月
22
日（
日
）と

3
月
1
日（
日
）は
受
け
付
け
ま
す
）。

　

成
田
税
務
署
で
は
、「
確
定
申
告
書
作

成
・
相
談
会
場
」を
3
月
16
日
ま
で
イ

オ
ン
モ
ー
ル
成
田
2
階
の
イ
オ
ン
ホ
ー

ル
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

受
付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
で
す
。

　

こ
の
期
間
は
、
成
田
税
務
署
内
で
は

確
定
申
告
の
作
成
・
相
談
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
の
提
出
・
納
期
限

◦
所
得
税
・
贈
与
税
…
3
月
16
日（
月
）

◦
個
人
消
費
税
…
3
月
31
日（
火
）

　

申
告
会
場
は
、
3
月
に
な
る
と
大
変

込
み
合
い
ま
す
。
早
め
に
準
備
を
し
て
、

な
る
べ
く
2
月
中
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

市
・
県
民
税
申
告 

市
役
所
と
市
内
各
地
区
の
会
場
で

　

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
2
月
2
日

か
ら
受
け
付
け
を
始
め
て
い
ま
す
が
、

16
日（
月
）か
ら
は
受
付
会
場
が
市
役
所

6
階
中
会
議
室
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

下
総
・
大
栄
支
所
で
の
受
け
付
け
は
大

幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
の
で
注
意
し
て

市・県民税の申告と所得税の確定申告

会　場 受付期日 受付時間

市役所6階中会議室

2月16日（月）～3月
16日（月）（土・日曜
日を除く。ただし、
2月22日（日）と3月1
日（日）は受け付けし
ます）

午前9時～正午
午後1時～5時

下総支所2階会議室
2月20日（金）・22日
（日）、3月1日（日）・
10日（火）・11日（水）

大栄支所2階会議室
2月22日（日）・23日
（月）、3月1日（日）・
12日（木）・13日（金）

保健福祉館 2月24日（火）

午前9時～正午
午後1時～3時

公津公民館 2月25日（水）

八生公民館 2月26日（木）

豊住公民館 2月27日（金）

中郷公民館 3月 4日（水）

久住公民館 3月 5日（木）

三里塚コミュニティセンター 3月 6日（金）

所得税の確定申告と市・県民税の申告

申告は早めに最寄りの会場で

所得税の確定申告の受け付けが、2月16日（月）から3月16日（月）まで行われます。申告会場は3
月になると大変込み合いますので、早めに準備をしてなるべく2月中に申告してください。
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く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
市
内
各
地
区
で

も
表（
2
ペ
ー
ジ
）の
通
り
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
に
は
住
所
・
氏
名
を
あ
ら
か

じ
め
記
入
し
て
押
印
な
ど
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。
混
雑
の
状
況
に
よ
っ
て

は
受
付
時
間
内
で
あ
っ
て
も
、
受
け
付

け
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
期
間
は
所
得
税
の
確
定
申
告
も

受
け
付
け
し
ま
す
。
成
田
税
務
署
が
開

設
す
る
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
の「
確
定
申
告

書
作
成
・
相
談
会
場
」と
併
せ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

農
業
所
得
や
営
業
所
得
の
あ
る
人

は
、
収
支
内
訳
書
を
必
ず
作
成
し
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
次
に
該

当
す
る
人
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

下総・大栄地区の皆さんへ

受付日程の
確認 を

は
、「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額
」と「
税

源
移
譲
前
の
税
率
を
用
い
て
算
出
し
た

所
得
税
額
」の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額

か
ら「
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
」

を
差
し
引
い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

　

翌
年
以
降
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎

年
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
す
る
人

　

確
定
申
告
期
限（
3
月
16
日（
月
））ま

で
に
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

申
告
書
を
確
定
申
告
書
と
と
も
に
各
申

告
会
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
用

紙
は
各
申
告
会
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。

給
与
所
得
で
年
末
調
整
を
し
て
い
る
人

　

確
定
申
告
期
限（
3
月
16
日（
月
））ま

で
に
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

申
告
書
に
源
泉
徴
収
票（
原
本
）を
添
付

し
て
市
役
所
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
用
紙
は
市
税
務
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

成
田
税
務
署
特
設
会
場
で
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◦�

分
離
課
税
と
な
る
譲
渡
所
得
の
あ
る

人
◦�

事
業
収
入
・
不
動
産
収
入
が
5
0
0

万
円
以
上
の
人

◦
青
色
申
告
を
す
る
人

自
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
も

　

市
役
所
や
各
地
区
の
会
場
で
は
、
受

付
で
番
号
札
を
お
渡
し
し
ま
す
。
順
番

が
来
る
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
会
場
に
は
申
告
書
の
自
書

作
成
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

く
わ
し
く
は
成
田
税
務
署︵
☎
28
︲

5
1
5
1
︶ま
た
は
市
税
務
課︵
☎

20
︲
1
5
1
3
︶へ
。

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除

　

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
末
ま
で
に

入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
て
い
る
人
は
、
税
源
移
譲
に
よ

り
所
得
税
が
減
額
と
な
り
、
控
除
で
き

る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
減
少
分
に
つ
い
て
、「
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
」を
提

出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
21
年
度
の

市
・
県
民
税（
住
民
税
）の
課
税
額（
所

得
割
）か
ら
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
「
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
」

寄
附
金
控
除
が
拡
充

控
除
対
象
寄
附
金
の
拡
大

◦�

寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
る
団
体
が

追
加（
住
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す

る
も
の
と
し
て
、
千
葉
県
お
よ
び
成

田
市
が
条
例
で
定
め
た
団
体
）

◦�

所
得
控
除
方
式
か
ら
税
額
控
除
方
式

に
変
更

◦�

寄
附
金
控
除
の
控
除
対
象
限
度
額
が

総
所
得
金
額
等
の
25
％
か
ら
30
％

に
引
き
上
げ

◦�

寄
附
金
控
除
の
適
用
下
限
額
が
10
万

円
か
ら
5
千
円
に
引
き
下
げ

﹁
ふ
る
さ
と
納
税
﹂︵
都
道
府
県
・
市
区
町

村
に
対
す
る
寄
附
金
税
制
の
見
直
し
︶

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」は「
ふ
る
さ
と
に

貢
献
・
応
援
し
た
い
」な
ど
の
気
持
ち

を
形
に
す
る
た
め
、
都
道
府
県
や
市
区

町
村
に
対
し
て
の
寄
附
金
を
個
人
住
民

税
所
得
割
か
ら
控
除
す
る
も
の
で
す
。

控
除
額
＝
都
道
府
県
や
市
区
町
村
に
対

す
る
寄
附
金
で
5
千
円
を
超
え
る
部

分
に
つ
い
て
、
個
人
住
民
税
の
所
得

割
の
お
お
む
ね
1
割
を
限
度
と
し
、

所
得
税
と
合
わ
せ
て
全
額
控
除

対
象
＝
平
成
20
年
1
月
1
日
以
降
の
寄

附
金

手
続
き
＝
寄
附
金
の
受
領
証
明
書（
領

収
書
）を
添
付
し
て
確
定
申
告

※ 

く
わ
し
く
は
市
税
務
課︵
☎
20
︲

1
5
1
3
︶へ
。

○ 下総・大栄支所での申告受付期間が5日間に

短縮されましたので、日程を確認の上、お越

しください。また、昨年まで行っていた地区

（自治会）ごとの割り振りはありませんので、

都合の良い日に最寄りの会場で申告してく

ださい。

○ 支所窓口では、指定日以外の申告書の受け付

けはできませんので、税務署の特設会場また

は市役所などの申告会場へお越しください。

申告書の記入が完了し、提出のみの人に限り

支所窓口で受理します。

○ 税務署の特設会場（イオンホール）は確定申告

のみ取り扱います。市・県民税申告の提出は

できませんので注意してください。
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ひ
た
む
き
な
取
り
組
み

　

さ
く
ら
草
の
立
ち
上
げ
は
、
昭
和
61
年
に
さ

か
の
ぼ
る
。
以
来
20
年
以
上
に
渡
り
、
朗
読
活

動
を
続
け
て
い
る
。

　

活
動
の
中
心
は
、「
声
の
広
報
」の
制
作
だ
。

広
報
な
り
た
が
1
カ
月
に
2
号
、
議
会
だ
よ
り

が
3
カ
月
に
1
号
作
ら
れ
る
た
め
、そ
の
都
度
、

録
音
室
に
こ
も
り
切
り
に
な
っ
て
録
音
作
業
に

い
そ
し
む
。
聴
き
や
す
い
朗
読
を
と
、
月
に
1

度
の
朗
読
勉
強
会
も
欠
か
さ
な
い
。

　

さ
く
ら
草
の
実
力
は
折
り
紙
付
き
だ
。
福
祉

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
、
県
知
事
賞
を
始
め
、

県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞
な
ど
を
受
賞
し
て

い
る
。

　

ほ
か
に
も
、
年
に
1
度
、
朗
読
の「
自
主
制

作
テ
ー
プ
」を
作
成
し
て
い
る
。「
い
つ
も
声
の

広
報
を
聴
い
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
」と
の

思
い
か
ら
、
リ
ス
ナ
ー
と
テ
ー
プ
を
通
し
て
交

流
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
。
1
つ
の
テ
ー
マ
を
決

め
る
こ
と
も
あ
れ
ば
持
ち
時
間
の
範
囲
内
で
各

自
が
好
き
な
テ
ー
マ
で
朗
読
す
る
こ
と
も
あ

る
。
今
年
は
自
由
に
朗
読
す
る
パ
タ
ー
ン
で
、

滝
沢
馬
琴
と
南
総
里
見
八
犬
伝
の
話
で
始
ま
っ

て
い
る
。

声
の
広
報
を
必
要
と
す
る
人
へ

　
「
声
の
広
報
」制
作
の
流
れ
は
こ
う
だ
。
20

上：1日号担当の皆さん。和気あいあいとした雰囲気だ
右：ガラスを隔てて指示が飛ぶ
左： 録音室内はピンと張り詰めた空気に

希望者へ広報紙発行
日に合わせて「声の
広報」が届く

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に

思
い
を
吹
き
込
む

朗読グループ
さくら草

﹁
こ
ん
に
ち
は
、
お
元
気
で
す
か
⋮
﹂

毎
月
1
日
と
15
日
に
届
く
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
、
優
し
い
語
り
掛
け
で
始
ま
る
。

作
成
主
は
朗
読
グ
ル
ー
プ
さ
く
ら
草
。
視
覚
障
が
い
を
持
つ
人
の
た
め
に
、
広
報

な
り
た
の
朗
読
テ
ー
プ﹁
声
の
広
報
﹂を
作
成
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
だ
。
い
か
に
聴

き
取
り
や
す
い
朗
読
を
す
る
か
、
工
夫
を
凝
ら
し
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。
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人
の
会
員
が
、
1
月
号
と
15
日
号
の
2
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
作
業
を
進
め
る
。

①�

広
報
課
や
議
会
事
務
局
か
ら
ゲ
ラ
を
取
り
寄

せ
る

②�

制
作
方
針
の
打
ち
合
わ
せ

③
録
音
本
番
ま
で
自
宅
で
下
読
み

④
録
音

⑤�

マ
ス
タ
ー
テ
ー
プ
を
県
点
字
図
書
館
へ
送
付

し
、
ダ
ビ
ン
グ
・
発
送
を
依
頼
す
る

　

さ
く
ら
草
は
、「
声
の
広
報
」を
広
報
紙
の
発

行
日
に
間
に
合
わ
せ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
年

間
計
画
を
立
て
、各
号
の
録
音
日
な
ど
を
管
理
。

ゲ
ラ
と
は
校
正
完
了
前
の
試
し
刷
り
を
い
う
の

だ
が
、
い
ち
早
く
こ
れ
を
入
手
し
作
業
に
取
り

掛
か
っ
て
い
る
。

　

作
業
の
中
で
特
に
重
要
な
の
は
③
。
広
報
紙

の
文
章
は
書
き
言
葉
で
あ
る
た
め
、
聴
き
や
す

い
表
現
に
直
し
た
り
、
読
点
を
挟
む
位
置
を

も
文
章
を
削
ら
ざ
る
を
得

な
い
の
だ
。
設
立
当
初
か

ら
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
渡

辺
幸
子
さ
ん（
玉
造
）は
こ

う
語
る
。

　
「
本
当
は
、
読
み
手
で

あ
る
わ
た
し
た
ち
が
、
読

む
部
分
・
読
ま
な
い
部
分

を
選
定
し
て
は
い
け
な
い

と
思
う
ん
で
す
。
本
来
選

変
え
た
り
す
る
必
要
が
あ

る
か
ら
だ
。
各
自
下
読
み

を
し
な
が
ら
、
修
正
部
分

に
鉛
筆
で
印
を
付
け
て
い

く
。
録
音
当
日
、
自
信
を

持
っ
て
臨
む
た
め
に
も
、

こ
の
作
業
は
欠
か
せ
な
い

と
い
う
。
ま
た
、
音
の
場

合
、
活
字
の
よ
う
に
漢
字

か
ら
意
味
を
理
解
す
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
読
み
仮
名
の
正

確
性
が
と
て
も
重
要
に
な
る
。誤
り
が
あ
れ
ば
、

意
味
を
誤
解
し
て
し
ま
う
し
、
誤
解
し
た
こ
と

に
気
付
く
こ
と
も
難
し
い
か
ら
だ
。

　
一
番
難
し
い
の
は
、
②
の
制
作
方
針
の
決
定

だ
と
い
う
。「
声
の
広
報
」は
1
号
90
分
で
あ
る
た

め
、
広
報
紙
の
文
章
す
べ
て
を
収
録
す
る
こ
と

は
と
て
も
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
ど
う
し
て

朗読時の注意事項がびっしりと書
き込まれたゲラ

感謝の気持ちでいっぱい

声の広報リスナー
青柳房子さん（加良部）

　市の職員の勧めで、「声の広報」を知りまし

た。とても分かりやすく、助かっています。

もっと早く出会いたかったと思うくらいです

ね。さくら草は、ほかにも定期的に自主制作

テープを作っていて、そちらもとても楽しめ

ます。次回のテープを心待ちにしています。

さくら草の皆さんには、感謝の気持ちでいっ

ぱいです。

生活の一部になったさくら草

さくら草代表
飯田紀子さん（酒々井町）

　使命感なんて大層なものではありません

が、「声の広報」を必要とする人のためにとい

う気持ちが、活動を続ける原動力になってい

るのだと思います。しかも、地道に継続する

ことは自分たちを成長させてくれる。勉強さ

せてもらっているという感覚なんです。今で

は、さくら草の活動が生活の一部になってい

ます。何でも言い合える仲間たちと意見交換

しながら「声の広報」を制作することに、やり

がいと喜びを感じています。

“声”で写真を鑑賞 ▶

ぶ
べ
き
な
の
は
、
情
報
を
受
け
取
る
側
の
リ
ス

ナ
ー
な
ん
で
す
か
ら
。
だ
か
ら
こ
そ
、
リ
ス
ナ
ー

と
の
交
流
会
な
ど
を
通
じ
て
意
見
交
換
を
し
、

何
を
知
り
た
が
っ
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
表
現
が

分
か
り
や
す
い
の
か
を
日
々
探
究
し
て
い
ま
す
」

　

本
紙
が
読
者
に
届
く
こ
ろ

─
さ
く
ら
草

の
思
い
が
吹
き
込
ま
れ
た「
声
の
広
報
」が
、
リ

ス
ナ
ー
に
届
く
。

「声の広報」では、写真を“声”で味わうこと
ができます。例えば2月1日号の表紙写真は
こうなっています。

　「写真は、冷凍状態のマグロの白い巨体がペー
ジいっぱいに並んでいます。どれも輪切りにし
た尾の部分が載せられています。手かぎ棒を持
ち、その赤い尾肉を品定めするようにのぞき込
む仲買人。初競りと書かれた色とりどりの小さ
なのぼりが華やかな、にぎわいある写真です」
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　今年の新成人は133万人、昭和45年の246
万人をピークに過去最低を更新しました。成
田市では1,524人が対象となり、1月12日、
国際文化会館で成人式が行われました。今年
は、初めて平成生まれが成人の仲間入りをし、
当日は1,005人が来場。晴れ着の新成人で会
場は華やぎ、久しぶりに会う友に会話も弾ん
でいました。

初の平成生まれも
成人式

　縄跳びで数々の世界記録を持つ「縄跳び名人」の鈴木勝己さ
んを講師に招き、子どもたちにスポーツの楽しさや努力を続
けることの大切さを知ってもらおうと1月19日、橋賀台小学
校で全校生徒を対象に特別授業が行われました。今年で70歳
を迎えるという鈴木さんは、自身の技術を上達させてきた過
程や、日ごろの健康管理などについて軽妙な語り口で講演し、
その後縄跳びを実演。連続二重飛びや三重飛びといったス
ピード感溢れる鈴木さんの技に、子どもたちからは歓声が絶
えませんでした。

スゴ技にビックリ！
橋賀台小特別授業

子どもたちの前で演技する鈴木さん

昭和51年から成人式の会場となっている国際文
化会館。今年もたくさんの振り袖、紋付羽織袴姿
の新成人が集まりました

　スポーツ日和の晴天に恵まれた1月10日、下総運動公園で「下
総地区マラソン大会」が開催されました。学年・年齢ごとのマラ
ソンやミニ駅伝のほか、親子マラソンも実施されたこの大会には、
340人の地区住民が参加。応援に駆け付けた家族の声援を受け、
参加者たちは白い息を吐きながら健脚を競い合いました。

ゴール目指して全力疾走
下総地区マラソン大会

親子そろって笑顔でスタート

広報なりた2009.2.15 �



　「久住地区一周駅伝大会」が1月11日、久住公民館を発着
点に全14区間・20.1kmで行われました。今年は、まれに
見るデッドヒート。最終区間で、2位だった小泉地区が飯岡・
大生地区の背中を捕え、そのまま並んでゴール…タッチの
差で小泉地区が競り勝ち、逆転で連覇をもぎ取りました。
主な成績は次の通りです。
優　勝　小泉地区
準優勝　飯岡・大生地区
第3位　荒海地区

小泉地区 激戦を制し連覇
久住地区一周駅伝大会

並んでゴール。勝ったのは…

　1リットルのガソリンで何キロメートル走行でき
るのか、独創的なアイデアと技術を競う「本田宗一
郎杯Hondaエコノパワー燃費競技全国大会」が10
月19日、ツインリンクもてぎ（栃木県）を会場に開
催されました。グループⅡ（高等学校クラス）に出場
した下総高校自動車部は、燃費1,910.237㎞/lを
記録し、見事、優勝を果たしました。「22年の地道
な取り組みと、生徒たちの頑張りが実を結びました」
と、顧問の中西浩明先生（航空車両整備科）は言い
ます。部長の青栁恭平さん（3年生）は「昨年は準優
勝。今年は絶対に負けたくなかったし、勝つ自信
がありました」と笑顔で話していました。

昨年の悔しさを力に
頂点へ

Hondaエコノパワー燃費競技全国大会

現在、卒業制作の電気自動車制作に当
たる部長の青栁恭平さん

高校クラスで栄冠に輝いた下総高校自
動車部メンバー

　今年の作物の出来などを占う「筒
つつ

粥
がゆ

」が1月14日、台方の麻
賀多神社で行われました。まず、約24cmに切りそろえた葦

よし

の
茎をすだれ状に編んだものを、大鍋の中で米・小豆・水とと
もに数時間煮込みます。そして、夕方の6時からは、神前で
大鍋から取り出した葦を一本一本割り開き、筒の中の粥の入
り具合で26項目を占います。以前は夜中の2時ごろから行わ
れ、結果を知りたい農家の人たちが大勢集まったとのことで
す。太田宮司によると、「7分（最高は9分）が多かった昨年に比
べ今年は6分が多いようです」とのことでした。26本の内訳は、
　「日照り 6分、雨 4分、風 6分、わせ 5分、なかで 6分、おく 3分、大麦 5分、小麦 5分、大豆 7分、
小豆 5分、粟

あわ

 7分、稗
ひえ

 6分、黍
きび

 7分、胡
ご

麻
ま

 6分、麻 8分、い草 5分、芋 7分、きわた 8分、入り
水 6分、売買 5分、男 5分、女 6分、童 7分、患い 4分、世の中 6分、こかい 6分」となっています。
　「わせ・なかで・おく」は稲、「きわた」は綿、「こかい」は蚕のことです。

いにしえより伝わる豊凶占い
麻賀多神社の筒粥

神前で厳かに執り行われます
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対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

期
間
＝
2
月
18
日（
水
）〜
3
月
18
日

（
水
）

時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
所
＝
県
廃
棄
物
指
導
課（
県
本
庁
舎

4
階
）、
北
総
県
民
セ
ン
タ
ー（
印

旛
合
同
庁
舎
内
・
佐
倉
市
）、
市
ク

リ
ー
ン
推
進
課（
市
役
所
2
階
）

関
係
図
書
＝
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
変

更
許
可
申
請
書
お
よ
び
生
活
環
境

影
響
調
査
書

※
く
わ
し
く
は
県
廃
棄
物
指
導
課︵
☎

0
4
3
︲
2
2
3
︲
2
6
5
5
︶、

市
ク
リ
ー
ン
推
進
課︵
☎
20
︲
1 

5 

3 

0
︶へ
。

　

市
で
は
、
総
合
保
健
福
祉
計
画
、
第

4
期
介
護
保
険
事
業
計
画
、
第
2
期
障

が
い
福
祉
計
画
の
3
つ
の
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
次
の
通
り
公
表
し
意
見
を
募

集
し
ま
す（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）。

意
見
募
集
の
期
間

　

2
月
16
日（
月
）〜
28
日（
土
）

素
案
の
閲
覧
場
所

　

社
会
福
祉
課（
市
役
所
議
会
棟
1

階
）、
行
政
資
料
室（
市
役
所
1
階
）、

下
総
・
大
栄
支
所
市
民
福
祉
課
、
市
立

図
書
館
、保
健
福
祉
館
、三
里
塚
コ
ミ
ュ

city.narita.chiba.jp

）

◦
F
A
X（
24
‐
2
3
6
7
）

◦
郵
送（
〒
2
8
6
‐
8
5
8
5�

花
崎

町
7
6
0　

各
担
当
課
宛
て
）

　

意
見
提
出
用
紙
は
、
素
案
の
閲

覧
場
所
に
あ
り
ま
す
。
E
メ
ー
ル
・

F
A
X
・
郵
送
の
場
合
は
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
提
出
意
見
を
書
い
て
各
担

当
課
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

意
見
募
集
結
果
の
公
表

　

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
お
よ
び
広
報
な
り
た
に
掲
載
予

定
で
す
。

※
く
わ
し
く
は
社
会
福
祉
課︵
☎
20
︲

1
5
3
6
︶、
介
護
保
険
課︵
☎
20
︲

1
5
4
5
︶、
障
が
い
者
福
祉
課︵
☎

20
︲
1
5
3
9
︶へ
。

　

夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
、
高

齢
者
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
車
中
の
交

通
事
故
死
者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

夜
間
、
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
で

外
出
す
る
と
き
は
、
懐
中
電
灯
を
携
帯

し
た
り
、
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
に
反
射

す
る
た
す
き
や
テ
ー
プ
、キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

な
ど
を
身
に
着
け
た
り
し
て
、
夜
間
の

交
通
事
故
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課︵
☎
20
︲

1
5
2
7
︶へ
。

　

県
で
は
、（
株
）ナ
リ
コ
ー
が
市
内
に

計
画
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設（
十

余
三
2
1
4
‐
62
ほ
か
）の
変
更
に
関

す
る
施
設
変
更
許
可
申
請
書
な
ど
を
縦

覧
し
ま
す
。
意
見
の
あ
る
人
は
、
県
に

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

city.narita.chiba.jp

）で
も
公
表
し
て

い
ま
す
。

意
見
を
募
集
す
る
計
画
と
担
当
課

◦
総
合
保
健
福
祉
計
画
…
社
会
福
祉
課

◦
第
4
期
介
護
保
険
事
業
計
画
…
介
護

保
険
課

◦
第
2
期
障
が
い
福
祉
計
画
…
障
が
い

者
福
祉
課

意
見
提
出
の
方
法

◦
直
接
窓
口
に
持
参（
各
担
当
課
、
下

総
・
大
栄
支
所
市
民
福
祉
課
）

◦
E
メ
ー
ル（
社
会
福
祉
課
…fukushi

　
@
city.narita.chiba.jp

、介
護
保
険

課
…kaigo@
city.narita.chiba.jp
、

障
が
い
者
福
祉
課
…shofuku@

総
合
保
健
福
祉
計
画
な
ど
の
策
定

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

交
通
事
故
防
止

夜
間
の
外
出
に
は

懐
中
電
灯
や
反
射
材
を

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
変
更
許
可
申
請

関
係
図
書
を

縦
覧
し
ま
す

（1月16日～31日）

市 長 日 誌

まちづくり茶論で意見交換する小泉市長

16日 成田商工会議所新春賀詞交歓会
  老人クラブ連合会ニュータウン地区新

年合同役員会
17日 防災フェアなりた
 中台ふれあい文化祭
18日 市民グランドバレーボール大会
19日 保健福祉審議会
22日  国道409号整備促進期成同盟会要望活

動
 まちづくり茶論
23日 成田国際空港都市づくり推進会議
 成田空港に関する4者協議会
24日 池坊成田市支部新春初生け式
25日 ボーイスカウト印旛地区賀詞交歓会
27日  県道成田神崎線整備促進期成同盟要望

活動
 千葉県市長会定例会・職員表彰式
29日  印旛地区老人クラブ連合会リーダー研

修会
 成田法人会新春賀詞交歓会
30日 農産物産地づくり懇談会

※ くわしくは①資産税課（☎20-1514）②④保険年
金課（☎20-1526）③介護保険課（☎20-1545）へ。

①固定資産税（第4期分）
②国民健康保険税（第8期分）
③介護保険料（第8期分）
④後期高齢者医療保険料（第8期分）

納期はいずれも2月16日（月）～3月2日（月）です。

納期内の納付にご協力をお願いします
今月の納税
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困りごと・悩みごと相談室
心の健康、応援します

一人で悩んでいないで相談してみませんか？

毎日の生活の中で、疑問に思っていること、誰かに相
談したいと思っていることはありませんか。市など
では、そんなあなたの要望に応え、各種相談を行いま
す。相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に日
ごろ感じている疑問や悩みを解消してみてはいかがで
すか。

相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先

市民生活相談
（離婚・相続・相隣関係・金
銭貸借・売買など）

月・金曜日 9：00～16：00 市役所2階市民相談室

市民支援課市民相談室
☎20-1507
※ 裁判所で係争中の事件
は除きます。法律相談3
月分の予約は2月25日
（水）午前8時30分から
受け付けます。

法律相談
（予約制・市内在住の人）

水曜日 13：00～16：00 〃

もめごと・なやみごと・苦
情相談（人権・行政相談）

2月24日（火） 10：00～15：00 市役所2階201会議室

外国人相談（英語・中国語・
スペイン語・ポルトガル語）

2月27日（金） 13：00～16：00 〃

税務相談 2月17日（火） 10：00～15：00 市役所2階市民相談室

不動産相談 2月17日（火） 10：00～12：00 市役所2階201会議室

市民よろず相談 2月21日（土） 13：00～16：00 イオンモール成田
県行政書士会印旛支部
作田義美さん☎23-3286

税務支援センター（予約制） 2月25日（水） 10：00～15：00
県税理士会成田支部
（飯田町157-4）

県税理士会成田支部
☎28-0931

司法書士法律相談 2月18日（水） 18：00～20：00 保健福祉館
県司法書士会佐倉支部
石井滋さん☎20-1810

木造住宅耐震相談
（予約制）

2月27日（金） 9：00～16：00 市役所5階503会議室 建築指導課☎20-1564

女性就業（内職）相談
（来所前に要電話）

水・金曜日 10：00～16：00 市役所2階女性就業相談室
商工課
☎22-1111内線2728

高年齢者職業相談 月～金曜日 8：30～17：00 市役所2階高年齢者職業相談室
商工課
☎22-1111内線2729

消費生活相談 月～金曜日 10：00～16：00 消費生活センター（市役所2階）
消費生活センター
☎23-1161

年金相談 水曜日 10：00～15：00 市役所1階相談室 保険年金課☎20-1526

交通事故相談 3月 3日（火） 10：00～15：00 市役所4階402会議室 交通防犯課☎20-1527

障がい者相談
水・第4日曜日、
祝日を除く毎日

9：00～19：00 保健福祉館
障がい者相談センター
☎27-1106

心配ごと相談

木曜日 10：00～15：00 保健福祉館
社会福祉協議会
☎27-7755

3月13日（金） 10：00～15：00 下総地域福祉センター

2月20日（金） 10：00～15：00 保健福祉館大栄分館

酒害相談 2月19日（木） 9：00～12：00 保健福祉館 〃

家庭児童相談 月～金曜日 9：00～16：00 市役所1階家庭児童相談室 児童家庭課☎20-1538

就学相談（予約制） 月～金曜日 9：00～17：30 教育センター 教育センター☎20-2922

教育相談（予約制） 火曜日 9：00～16：00 〃 〃

教育相談（不登校相談も） 月～金曜日 9：00～17：00 ふれあいるーむ21 教育相談室☎22-5100

相　談　日 ※12：00～13：00は相談できません。

� 広報なりた2009.2.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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使用者も労働者も必ずチェック
「最低賃金」

　県内すべての事業所で働く労働者
（パート・アルバイトを含む）に適用され
る「千葉県最低賃金」および特定の業種の
事業所で働く労働者に適用される「産業
別最低賃金」が改正されました。
　この最低賃金額には精皆勤手当、通勤
手当、家族手当、賞与、時間外手当、深
夜手当などは含まれません。

※くわしくは千葉労働局賃金室（☎
043-221-2328）または成田労働基
準監督署（☎22-5666）へ。

成田国際高校で
「文化施設（ホール）開放」

利用期間＝4月～9月の木・土・日曜日
対象＝芸術文化の振興を目的とした社会
教育団体

使用料＝無料（冷暖房費は実費）
申請期間＝2月16日（月）～27日（金） （土・
日曜日は除く）

申請方法＝成田国際高校にある申請書を
同校に提出

※くわしくは同校（☎27-2610）へ。

学用品や給食費などを援助
「準要保護の児童生徒」

　市では、経済的な理由などで就学する
ことが困難な児童生徒（準要保護児童生
徒）のために学用品や給食費などの援助
をしています。
　援助を希望する保護者は、子どもが通
学、入学する学校に申し出てください。
※くわしくは学務課（☎20-1581）へ。

届きましたか？
「入学通知書」

　市教育委員会では、4月に小中学校へ
入学する児童生徒（小学校は平成14年4
月2日～平成15年4月1日生まれ、中学
校は平成8年4月2日～平成9年4月1日生
まれ）の保護者に、入学通知書を送りま
した。
　まだ届いていない場合は、学務課へ連
絡してください。また、転居などの事情
で就学指定学校変更の希望がある場合は
相談してください。
※くわしくは学務課（☎20-1581）へ。

催し物

暮らしのヒントに
「消費生活展」

　「かしこい消費者になろう！～安心・安
全なくらしのために～」をテーマに各種
団体がさまざまなテーマで出展します。
日時＝2月28日（土）、3月1日（日） 午前
10時～午後4時

会場＝ボンベルタ成田店4階催事場
※くわしくは商工課（☎20-1622）へ。

ソプラノ歌手
「宮良多鶴子ライブ」

　八生小学校では、職業教育として、地
域の職人や特殊な職業人を招いて講話や
ライブを行っています。
日時＝3月3日（火） 午後2時～3時
会場＝八生小学校体育館
出演＝宮良多鶴子（ソプラノ歌手）
参加費＝無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくは同校（☎26-8038）へ。

北総県民センターで
「移動暴力相談」

　（財）千葉県暴力団追放県民会議では、
相談者の利便を図るため移動暴力相談所
を開設します。
日時＝2月18日（水） 午前10時～午後4
時

会場＝北総県民センター（佐倉市）
※くわしくは千葉県暴力団追放県民会議
事務局（10120-089354）へ。

劇団四季ミュージカル
「ウェストサイド物語」

日時＝4月24日（金） 午後6時30分開演
会場＝国際文化会館大ホール
入場料＝S席8,000円、A席6,000円、B
席4,000円（3歳以上有料2歳以下膝上
鑑賞無料・全席指定）

前売り開始日＝2月21日（土）
前売り所＝国際文化会館、ヨネダカメラ
本店、ボンベルタ成田店・イオンモー
ル成田の各サービスカウンター、信
水舎書店公津の杜店

※くわしくは国際文化会館（☎23-1331、
月曜日・祝日の翌日は休館）へ。

名作をぜひご覧ください

撮影：荒井健

不用品情報コーナー

《譲ります》
有 償○製図台のドラフター○旅行か
ばん○下総中の制服（女子用）

無償○エレクトーン
《探しています》
有 償○職業用または工業用ミシン○
スクーター○電子ピアノ○ビニー
ルハウス（骨組のみも可）○ミシン
○アップライトピアノ

無 償○車いす○花器○ビデオデッキ
およびカメラ（Hi8方式）○おもちゃ
（プラレール、トミカなど）○ミシン
※ くわしくはリサイクルプラザ（☎
36-1000、月曜日は休館）へ。

千葉県最低賃金 723円

産
業
別
最
低
賃
金

調味料製造業 795円

鉄鋼業 829円

はん用機械器具製造業、
生産用機械器具製造業

814円

電子部品・デバイス・電
子回路製造業、電気機械
器具製造業、情報通信機
械器具製造業

813円

計量器・測定器・分析機
器・試験機・測量機械器
具・理化学機械器具製造
業、医療用機械器具・医
療用品製造業、光学機械
器具・レンズ製造業、時
計・同部分品製造業、眼
鏡製造業

798円

各種商品小売業 775円

自動車（新車）小売業 807円
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募　集

野菜作りを楽しもう
「市民農園」

　市では4月からの市民農園の新規利用
者を募集します。
対象＝市内在住の人
場所＝十余三（地図参照）
募集区画＝9区画（応募者多数は抽選）
面積＝1区画当たり30㎡
賃貸料＝年間5,000円
申込方法＝3月3日（火）（当日消印有効）
までに、はがき（1世帯1枚）に住所・
氏名・年齢・電話番号・市民農園の
申し込みであることを書いて農政課
（〒286-8585 花崎町760）へ
※くわしくは同課（☎20-1542）へ。

2次受け付けを行います
「市内の保育園」

　4月からの市内保育園入園希望者の2
次受け付けを行います。
日時＝3月3日（火） 午前9時～11時30分、
午後1時30分～4時

会場＝市役所6階大会議室
対象＝第1次受け付け（1月11日以降）に
市内に転入した人、都合により受け
付けできなかった人

入園基準＝市内在住で保護者が仕事や病
気などにより、乳幼児を保育できな
い場合（保護者以外の同居親族などが
保育できる場合を除く）

定員＝第1次受け付けの欠員分
申請書配布場所＝児童家庭課（市役所議
会棟1階）、下総・大栄支所市民福祉課、
各保育園

※5月以降の入園については、希望する
月の前月に児童家庭課または各保育
園で受け付けをします。くわしくは
児童家庭課（☎20-1538）へ。

農業のスペシャリストに
「千葉県農業大学校学生」

応募資格と募集人員
○農学科…高卒の人（見込みを含む）・10
人

○研究科…千葉県農業大学校農学科を卒
業した人（見込みを含む）・若干名

選考期日＝3月2日（月）
選考会場＝千葉県農業大学校（東金市）
選考方法＝筆記試験、面接
資料請求先＝千葉県農業大学校（〒283- 
0001 東金市家之子1059 FAX0475- 
54-0630）

申込方法＝2月23日（月）までに願書を同
校へ

※くわしくは同校（☎0475-52-5122）へ。

暮らしの安定・向上を
「消費生活相談員」

　市では、消費生活相談員（非常勤特別
職）を募集します。
応募資格＝①②の条件を満たす人
①次の資格のいずれかを有する人
・国民生活センターが認定する消費生活
専門相談員

・（財）日本産業協会が認定する消費生活
アドバイザー

・（財）日本消費者協会が認定する消費生
活コンサルタント

②消費生活相談に関して、知識と熱意が
あり、パソコンができる人

業務内容＝消費生活に係る相談および苦
情処理、消費生活に関する知識の普
及・啓発

募集人員＝1人
採用期間＝4月1日～3月31日
勤務日時＝月～金曜日の内3日程度 午前
9時～午後4時

報酬＝109,000円（月額）
勤務場所＝消費生活センター（市役所2
階）

面接日＝3月上旬（予定）
申込方法＝2月27日（金）（必着）までに
写真を貼った履歴書と論文「これから
の消費生活センターの役割について」
（自筆で400字詰め原稿用紙3枚以内）
を商工課（市役所4階 〒286-8585 
花崎町760）へ

※くわしくは同課（☎20-1622）へ。

ハローワーク成田で
「社会福祉・介護実習セミナー」

　介護・福祉の仕事に就きたい人に、福
祉のやりがいや楽しさを知ってもらうた
めのセミナーです。
日時＝2月20日（金） 午後1時～4時
会場＝加良部公民館
内容＝福祉の職場の説明と介護実習
定員と参加費＝35人（先着順）・無料
※申し込みはハローワーク成田（☎
27-8609）へ。

お知らせi
縦覧します

「選挙人名簿と農業委員会委員選挙人名簿」

選挙人名簿
　3月2日現在の選挙人名簿を次の通り
縦覧します。今回新しく登録される人は、
日本国民で平成元年3月2日までに生ま
れ、平成20年12月1日までに成田市に
住民登録をして、引き続き3カ月以上住
んでいる人です。
期間＝3月3日（火）～7日（土）
時間＝午前8時30分～午後5時30分
場所＝選挙管理委員会（市役所4階）
農業委員会委員選挙人名簿
　農業委員会委員選挙人名簿を次の通り
縦覧します。この選挙人名簿は、1月1
日現在で行った選挙資格の調査に基づく
ものです。
期間＝2月23日（月）～3月9日（月）
時間＝午前8時30分～午後5時30分
場所＝選挙管理委員会（市役所4階）
※くわしくは同委員会（☎22-1111内線
3152）へ。

至空港

市民農園

至寺台

至久住駅

国道 51号

東小学校
文○

至香取

JCスポーツ公園
成田クリーンパーク

十余三トンネル

四本木バス停

東関東自動車道 至潮来至成田 I.C

飼い主の皆さんへ

　犬のフンは、飼い主が責任をもって
始末しましょう。ごみとして出す場合

は、新聞紙な
どで包み、ご
み収集袋（燃
やせるごみ）
に入れて集積
所へ出してく
ださい。
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児童家庭課で
「臨時職員」

応募資格＝65歳までの健康で意欲のあ
る人

業務内容＝子ども館の管理および小・
中・高校生を対象とした各種行事の
企画運営

募集人員＝若干名
勤務日時＝月14日以内で火～日曜日 午
前9時～午後7時（5時間の交替勤務）

時給＝970円
勤務場所＝子ども館
応募方法＝2月25日（水）までに写真を
貼った履歴書を持参し児童家庭課（市
役所議会棟1階）へ

※くわしくは同課（☎20-1538）へ。

介護保険課で
「臨時職員」

応募資格＝心身ともに健康で、介護支援
専門員の資格と普通自動車の運転免
許を持ち、県が実施する講習会（1日）
を受講できる人

業務内容＝介護認定調査（訪問調査、調
査票の記入など）

募集人員＝1人
勤務日時＝4月1日～3月31日（土・日曜
日、祝日、年末年始を除く）の週5日 
午前9時～午後5時

時給＝1,280円
応募期間＝2月16日（月）～27日（金）
※くわしくは介護保険課（☎20-1545）
へ。

市民への情報提供を
「消費生活モニター」

応募資格＝市内在住の20歳以上の人で、
月1回以上の会議や研修会などに出席
できる人

募集人員＝20人（応募者多数は選考）
任期＝1年（4月1日～3月31日）
※申し込みは2月27日（金）までに商工課
（☎20-1622）へ。

2月22日・3月8日
午前8時30分～午後5時30分

日曜開庁日

　3月1日（日）～7日（土）の期間、春の全国火災予防運動
が行われます。この機会に、あらためて我が家の防火対
策を考えてみませんか。
　春は冬に比べストーブなどの火気の使用が少なくなる
にもかかわらず、冬と同じぐらい多くの火災が発生しま
す。これは、寒気が緩むため火気に対する注意がおろそ
かになる上、春一番など強い風が吹き空気が乾燥しやす
いからです。今一度気持ちを引き締めて防火に心掛けま
しょう。
　消防本部では火災予防運動期間に合わせて、次の行事
を行います。
市内各家庭の防火訪問
　期間中に消防職員が計画に基づき市内の家庭を訪問し
て、火災予防の啓発および防火の相談を行います。防火
診断に伺う職員は、名札と腕章を付け身分証明書を携帯
しています。
老朽化消火器などの回収
　消火器の破裂事故の再発を防止するため、住宅などに
ある老朽化した消火器を有料で処分します。回収した消
火器は、（社）日本消火器工業会会員各社などで適正に処
理されます。
日時＝3月1日（日）～7日（土） 午前9時～午後5時
場所＝消防本部予防課（市役所地下1階）、各消防署・分署
料金＝1,000円（処分料）
住宅防火対策展
　住宅防火対策の重要性を理解してもらうために、パン
フレットや住宅用火災警報器、防炎物品などの住宅防火
に関する展示会を開催します。

　火災を早期に発見し、避難することにより、火災によ
る死者数を少しでも減らすため、住宅用火災警報器など
の設置が6月1日から義務付けられました。ぜひこの機
会にいろいろな住宅用防災用品をご覧ください。
日 時＝3月2日（月）～6日（金） 午前8時30分～午後5時30分
（6日は午後2時まで）
会場＝市役所1階ロビー

　消火器・住宅用火災警報機の悪質訪問販売による被害
が発生していますので注意してください。また市内にお
いて、放火や放火の疑いのある火災が発生しています。
地域住民の皆さんの協力で「放火されない・放火させな
い」環境を作ることで放火を少なくすることができます。
※ 火災予防運動期間中の防火相談は消防本部予防課また

は最寄りの消防署へ。
消防本部予防課　☎20-1591　　成田消防署　☎20-1594
飯岡分署　　☎36-0119　　三里塚消防署　☎35-1007
空港分署　　☎30-1187　　赤坂消防署　☎26-3210
大栄消防署　☎73-4141　　下総分署　　☎96-1119

春の全国火災予防運動 〜火のしまつ　君がしなくて　誰がする〜

防火対策の確認を
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東部五市体育大会出場をかけて
「春季バレーボール大会」

期日＝3月22日（日）
会場＝市体育館アリーナ
競技方法＝一般男女別6人制によるトー
ナメント

参加費＝1チーム3,000円
※組み合わせ抽選は市バレーボール協
会で行い、後日抽選結果を送付しま
す。申し込みは3月6日（金）までに市
体育協会事務局（生涯スポーツ課・☎
20-1584）へ。

初心者大歓迎
「古文書から成田の歴史を学ぶかい」

日時＝3月9日（月） 午前10時～正午
会場＝生涯大学校（囲護台）
講師＝小倉博さん（成田山霊光館）
定員＝40人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは生涯学習課文化振興室（☎
20-1534）へ。

健康への第一歩
「男の料理教室」

期日と内容
○2月27日（金）…第1回「バランスの取
れた簡単献立」

○3月9日（月）…第2回「バランスの取れ
た簡単献立」

○3月14日（土）…第3回「そば打ち」
時間＝午前10時～午後1時30分
会場＝保健福祉館栄養実習室
対象＝料理初心者で全回参加できる男性
定員＝16人（先着順）
参加費＝1,200円（材料費など）
持ち物＝エプロン、三角巾
※申し込みは2月23日（月）までに健康増
進課（☎27-1111）へ。

文化財や自然に触れながら
「総の里ウォーク」

期日＝2月28日（土）
受付時間＝午前8時30分～10時30分
集合場所＝市役所下総支所駐車場
コース＝下総支所～龍正院～乗願寺～小
御門神社～楽満寺～常福寺～ゆめ牧
場（約13km、ゆめ牧場からはJR滑河
駅まで無料シャトルバスで送迎）

参加費＝無料
持ち物＝弁当、飲み物、雨具、保険証の
写し

申込方法＝電話、FAX、Eメール、郵便の 
いずれかで住所・氏名・電話番号を観光 
プロモーション課（☎20-1540 FAX24- 
2185 Eメールwalk@city.narita.chiba.
jp 〒286-8585 花崎町760）へ

※くわしくは同課へ。

美郷台地区会館ふれあい講座
「園芸教室」

日時＝3月8日（日） 午後2時～3時30分
会場＝美郷台地区会館
テーマ＝春の園芸相談会
講師＝中嶋滋男さん（君津農林振興セン
ター）

定員と参加費＝40人（先着順）・無料
※申し込みは同館（☎24-4352、月曜日
は休館）へ。

布草履作りに挑戦
「リサイクル教室」

日時＝3月7日（土） 午後1時～4時
会場＝リサイクルプラザ2階学習室
定員＝15人（初めての人を優先して先着順）
参加費＝無料
持ち物＝木綿の布50本（5cm×80cm）、
はさみ、裁縫道具

※申し込みはリサイクルプラザ（☎
36-1000、月曜日は休館）へ。

優勝狙って
「第2回市民パークゴルフ大会」

日時＝3月16日（月） 午前8時30分から
（雨天の場合は23日（月））

会場＝十余三パークゴルフ場
定員＝48人（先着順）
参加費＝1,000円（昼食代など）
※クラブ・ボールは貸し出しします。申
し込みは3月6日（金）までに市レクリ
エーション協会事務局（生涯スポーツ
課・☎20-1584）へ。

掘り出しものを見つけよう
「リサイクル製品の販売」

日時＝2月19日（木）～25日（水） 午前9
時～午後5時

会場＝リサイクルプラザ
対象＝市内在住で品物を持ち帰ることが
できる人（希望者には建物1階まで有
料で運送）

価格＝5,000円以内
申込方法＝リサイクルプラザ所定の用紙
を提出。申し込み多数の場合は抽選
を行い該当者にはがきで通知（電話で
の申し込みはできません）

※申し込みの無かった品物は抽選後に即
売します。くわしくはリサイクルプ
ラザ（☎36-1000、月曜日は休館）へ。

桜の苗作りをしてみませんか
「里山体験」

日時＝2月28日（土） 午前9時～午後3時
会場＝成田さくらの里（野毛平）
内容＝桜の苗作り、真竹一輪挿し作り、
菜の花生け花体験、講演会など

参加費＝無料
持ち物＝山仕事のできる服装、弁当
※申し込みは住所・氏名・電話番号を成
田さくらの里里親の会・飯田さん（☎
/FAX0478-54-4960）へ。

募　集

ナイスショット！

身近なものでできるリサイクルを
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●母親学級（予約制）…主に初めて母親になる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその家族が対象
　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●こんにちは赤ちゃん事業…生後4カ月までの赤ちゃんが対象
　※赤ちゃんお誕生連絡票（母子健康手帳別冊1）を健康増進課へ送付。
●ポリオの予防接種…生後3～90カ月未満の乳幼児が対象
　期日＝3月6日（金）・9日（月）
　受付時間＝午後1時15分～2時
　※問診票と母子健康手帳を持参。

日曜祝日診療機関

※ 来診前に電話で症状を連絡してください。健康保険証を忘れずに。電話のかけ間
違いにご注意ください。

☎27-1116／赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内） 　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。
成田病院（押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（午前中・幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科
（日曜日の午前中・ウイング土屋・☎23-8070）
大田クリニック
（日曜日の午前中・ウイング土屋・☎23-2100）
なのはなクリニック
（日曜日の午前中・吉岡・☎49-0533）

急病診療所

保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）へ。電話やFAX（27-1114）で健康に関する相談など
も受け付けしています。
　相談の日程は、医師などの都合により変更となる場合があります。

　このコーナーの問い合わせは各保育園
へ。赤荻・大栄・宗吾・公津の杜保育園以外
は予約が必要です。
＊は一時保育あり（要予約）
時 間＝午前10時～11時（赤荻は午前9時
～午後0時15分、大栄は午前9時30分
～午後4時30分、宗吾は午前9時～午後
4時、公津の杜は午前9時30分～午後3
時、月かげは午前9時30分～11時）

保 育 園 開 放 日

診療
科目 診療日 診療時間

内科
小児科 毎日 午後7時～午後11時

外科 日曜日・祝日 午前10時～午後5時

歯科 日曜日・祝日 午前10時～午後5時
午後7時～午後11時

献血にご協力ください

【イオンモール成田】
日 時＝2月20日（金） 午前10時～午後4時
※ 満16～69歳の人にご協力いただけます。65歳以

上の人は、60～64歳の間に献血をした経験があ

ることが必要です。

▼一般健康相談 期日 時間 相談を受ける人

健康相談（医師は予約制） 2月18日（水） 午後1時15分～1時30分 医師・保健師・歯科衛生士・栄養士

歯の健康相談 3月 4日（水） 午後1時30分～2時30分 歯科医師・歯科衛生士

こころの健康相談（予約制） 2月25日（水） 午後1時30分から カウンセラー・保健師

▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象

4カ月児育児相談 2月23日（月）

午前9時～9時30分
午後1時～1時30分

平成20年10月生まれ

10カ月児育児相談 2月25日（水） 平成20年 4月生まれ

1歳6カ月児健診 3月 5日（木） 平成19年 8月生まれ

3歳児健診 2月26日（木） 平成17年 8月生まれ

2歳児歯科健診 3月12日（木） 午後1時～1時30分 平成18年 8月生まれ

からだの発達相談（予約制） 3月19日（木） 午後1時30分～2時30分
身体・運動面など体の発達に心配の
ある乳幼児

こころの発達相談（予約制） 2月19日（木） 午後1時30分から 心理発達に心配のある乳幼児

保育園名 電話番号 期日 保育園名 電話番号 期日
＊松　崎 26-8282 2/20（金）、3/6（金） 　赤　荻 24-0752

毎日
（土・日曜日、祝日を除く）

　中　台 27-9023 2/18（水）、3/4（水）・18（水） ＊大　栄 73-3000
　新　山 28-2527 2/19（木）、3/5（木） ＊宗　吾 26-2472
　長　沼 37-0005 2/27（金）、3/13（金） ＊公津の杜 29-6551
　加良部 26-3010 2/17（火）、3/3（火）・17（火） ＊月かげ 96-0531
　玉　造 26-8889 2/26（木）、3/12（木） ＊三里塚第一 35-0165 2/17（火）、3/3（火）・17（火）
＊吾　妻 27-5773 2/25（水）、3/11（水） ＊三里塚第二 35-0081 2/24（火）、3/10（火）・24（火）
　橋賀台 28-0676 2/24（火）、3/10（火） ＊成　田 22-0856

一時保育のみ
＊高　岡 96-0042 2/25（水）、3/11（水） ＊つのぶえ 22-0867
　小御門 96-2362 2/19（木）、3/5（木）・19（木）
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障がい者の自立を支援
ガイドヘルパー養成講習会

　障がい者の自立と社会参加を支援する
ためのガイドヘルパーを養成する講座で
す。
内容と期日
①全身性障がい者移動介護従業者養成研
修課程…3月7日（土）・8日（日）・15日
（日）・29日（日）（全4回）
②視覚障がい者移動介護従業者養成研修
課程…3月8日（日）・14日（土）・28日
（土）・29日（日）（全4回）

会場＝視覚障害者総合支援センターちば
（JR四街道駅徒歩5分）

対象＝18歳以上
定員＝各40人（応募者多数は抽選）
受講料＝①25,000円、②30,000円、①・
②（一括受講）40,000円（各課程とも
テキスト代を含む）

申込方法＝2月25日（水）までに視覚障害 
者総合支援センターちば研修課（〒28 
4-0005 四街道市四街道1-9-3 ☎04 
3-424-2501）に請求した申請書に必
要事項を記入し提出

※くわしくは同センターへ。

子育て応援しています
地区保健推進員

　遠山・下総・大栄の3地区では、地区
保健推進員が中心となり、親子が一緒に
遊んだりお話ししたりしながら、楽しい
時間を過ごせる機会を提供しています。
ぜひ、お子さんを連れて遊びに来てみて
ください。
【遠山ミルキーキッズ】
日時＝2月18日（水）、3月18日（水） 午
前9時30分～11時30分

会場＝三里塚御料共同利用施設
【下総ちびっこ広場】
日時＝2月18日（水）、3月18日（水） 午
前9時30分～11時

会場＝下総公民館
【大栄地区すこやかサークル】
日時＝2月17日（火）、3月17日（火） 午
前9時30分～11時30分

会場＝保健福祉館大栄分館
※参加費は無料です。くわしくは健康増
進課（☎27-1111）へ。

助け合いの輪を広げよう
成田おたすけ隊

　日常生活で困ったときに市民同士がお
互いに助け合う、会員制の有償サービス
です。申し込みは随時受け付けています
のでお問い合わせください。
援助内容＝家事、通院などの外出介助、
軽度の介護など

※くわしくはボランティアセンター（☎
27-8010）へ。

一緒に活動してみませんか
あおぞら会

　「あおぞら会」は高齢者の皆さんが地域
の人々とふれあい、元気で暮らせるよう
にボランティアが運営しているもので、
現在は遠山、公津、ニュータウン、美郷
台、大栄の5地区で活動しています。
　地区ごとに毎月1回、楽しいゲームや
体操、季節の行事などを計画し、実施し
ています。
　あおぞら会では、ボランティアを随時
募集しています。一緒に楽しく活動して
みませんか。
※くわしくは健康増進課（☎27-1111）へ。

アレルギーを学ぶ
市民公開講座

日時＝2月21日（土） 午後1時30分～3時
30分

会場＝成田赤十字病院A棟8階講堂
テーマ＝皮膚アレルギーのおはなし
講師＝米山啓さん（成田赤十字病院皮膚
科副部長）

定員と参加費＝100人（先着順）・無料
申込方法＝成田赤十字病院1階総合案内、
G棟1階社会課にある専門用紙に記入
し社会課へ
※くわしくは同課（☎22-2311内線7502）
へ。

母子・父子家庭に支給します
入学および就職祝い金

　母子・父子家庭の子ども（父母がいな
い場合を含む）が、小・中学校、高校な
どに入学するとき、または中学校を卒業
して就職するときに祝い金を支給してい
ます。
金額＝1人8,000円
申請方法＝3月10日（火）（必着）までに、
申請書など必要書類を児童家庭課（市
役所議会棟1階）または下総・大栄支
所市民福祉課へ

※くわしくは児童家庭課（☎20-1538）へ。

地域で子育ての支援を
なりたファミリー・サポート・センター

　「なりたファミリー・サポート・セン
ター」は、子育てで困ったときに市民同
士がお互いに助け合う、会員制の有償
サービスです。

【援助内容】
○保育園・幼稚園・児童ホームへの送迎
○子守り　○産前産後の家事援助　など

【入会説明会・基礎研修会】
日時と内容
○3月3日（火）
・入会説明会…午前10時～11時
・基礎研修会…午後1時30分～3時30分
（協力会員のみ）
○3月17日（火）
・入会説明会…午前10時～11時
会場＝保健福祉館
※お子さんを連れての参加も可能です。
申し込みはボランティアセンター（☎
27-8010）へ。
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り
。そ
れ
は
、

わ
た
し
に
と
っ
て
今
で
も
か
け
が
え
の
な
い

記
憶
で
す
」

髙木 晃さん（中台）
佐原市出身。高校3年時、ハンドボール東京都代表
として和歌山国体（昭和46年）出場。昭和48年には
千葉県代表（一般男子）として千葉国体に出場、セン
タープレーヤーとして活躍

国
体
の
記
憶
●5

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
広
報
課（
☎
20
‐
1
5
0
3
）へ
。

マークを振り切りパスを出す髙木選手（昭和48年）

県
代
表
と
し
て
故
郷
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に


